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　屈折率の測楚によつて求めた桑葉葉身の細胞液沼廷度　　　250貫な与え，これらに倉有される3成分以外の不足鷺

は，桑葉の物質充爽度を判驚する上に極めて有効に利用　　、は硫安・過燐酸翠恢および塩化加』1糖もつて補った。扶

糠鍛舗とを瀦らはさきに数回にわたつて酷し　鰍は4∫弓15齢952年）に糊し・・励の　槻び一”cD

た。　　　しかしこの方法を実際の葉質判定に利1；月する　　瀬は6　Fl　20　Nに置切細価・，それ以1麦仲畏した薬藁に葡

場合には，藥身では細胞液の搾汁が上ヒ較的困難であると　　　生する桑藥を供試した。いずれも8月3日に開塾i影初の

いう欠点を伴うのである。ところが桑葉の葉柄は多量の　　　藥の多数に印をつけ，これらの葉が生畏して落藥に冤る

水分を含み，葉身にくらべて細胞液の搾汁が容易である　　までの間に，時期を追つて測定に供した。

ので，葉柄の細胞液属折率の大小をもつて葉身の物質充　　　供試非オ料の採取は，前日の気象条件の相適1による測楚

実度を比較することができれば極めて便利である。そこ　　値への影響を避けるため晴天の日の翌日とし，午前9時

で著者らは葉柄における細胞液屈折率の測定意義を知る　　　～10時に行つたQ供試桑葉は1株につき2本ずつの条を

ために，着生葉位による細胞液屈折率および組織含水鼠　　　選び，これに藩生しているものを1条から1藥ずつと

の変化を調べ，葉身におけるこれらの値と対比して検討　　　り・供試した藥数は第1回測定の場脅にセま細胞液におけ

し擢1その結果によると桑葉の菓柄は＿種の水分貯蔵器　　　る測窟用および含水鍛測定用としておのおの60葉ずつと

官的な性格を有し，この点を考慮におけば，葉柄の細胞液　　　し・生長に伴ザ）て1圓の供試蘂数を滅じ，最1憂の測磁で

屈折率によつて葉身のそれをある程慶推定することがで　　　はおのおの10葉ずつであつた。細胞液の搾汁の予描とし

きる・本報告は，難の鹸に伴う葉柄の納液屈榊　て・輔で｝姓の材糀用い購濯1駐ることができる

の変化を調べ，これと葉身における変化とを対比して，　　　が，実験結果の正確を期するためと，葉身と葉柄のそれ

葉柄における・の1帥醗醸｝・関する鵬の麟鎚　それ驚1ナる測離を比鮒る腰力’aあるため繍法を

証しようとしたものである。　　　　　　　　　　　　　用いた・屈折率の測定は携帯用屈折計を使胴し・細胞液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃度を細胞液中の可溶性物質の濃度（％）をもつて表わ

　　　　　　　実験材料および方法　　　　　　　　した。実験方法の詳細は著者らの既往の報告のとうりで

　長野県蚕業試験場松本支場桑園の栽植20年目の扶桑丸　　　ある。

・島の内および一の瀬を用いた。桑園土壌は洪積層の砂

概であり，年間施韻は反当鱗6貫麟酸3貫・加　　　　実験結果
里4．2貫とし，有機質肥料として堆i肥300貫および緑肥　　　屈折率から求めた細胞液濃度を葉身と葉柄とにおいて

．一＿＿．tt．．．＿tt－．＿一．．．、　．一．＿．tt－．＿．一一一一＿　．．．．『．一．一．．、、．　　比較すると，まず扶’桑丸では第1図のようである。すな

1）　日本蚕糸学会第25回学術講演会にて発表　　　　　　　　わちこの値は葉柄の方が葉身より明らかに低く，これは

2）信州大学繊維学部　　　　　　　　　　　　　　　　葉柄の含水盤が著しく多いことに由来するものと考えら

3）　畏野県蚕業試験場松本支場　　　　　　　　　　　　　れる。また桑葉の生長に伴う葉柄の細胞液濃度の変化経
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過をみると，生長の初期には高く，後一且明らかな低下　　　葉では高い傾を示す6従つて璽栖における細胞液楓折蹄｛

を示し，以後次第に増加するが，葉身では既に報告した　　　の変化経過は，空k長初期の顕署な低下を別とすれ鵬簾
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　　　　　　　　第3図生長に伴う桑嚢の細胞液設嚢度（屈折率の測定による）の変化（一の瀬）

　　　　　　　　　　　A：葉柄の細胞液濃度　　　B：葉身の細胞液濃度　　　C：葉身長

わかる。島の内（第2図）および一の瀬（第3図）の実　　　身のそれとを比較した。前述の3品種について測定を行

験結果においても，扶桑丸における前述の実験結果とほ　　　ったが，いずれの品種によるも岡一の結論に到逮するの

とんど同様であった。　　　　　　　　　　　　　　　　で第4図に一の瀬における成績を示した。これによつて

　次に桑葉の生長に伴う葉柄の念水堂の変化を調べ，葉　　　含水蟻の絶対値をみると，葉柄の方が粟身より著しく大
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　　　　　　　第4図　生長に伴う桑葉の組織含水量の変化（一の瀬）

　　　　A：葉柄の組織含水蟄　　　B：葉身の組織含水量　　　C：葉身長
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である。また木梁の生長の初期における喬水量の変化経　　　旧三盛な来熟期をll氾した成藥期に人つた後は，楓折判ll11鷹

過は，木身と葉柄とはほぼ逆であつて，葉身ではその伸　　　　によつて求めた細胞液溺1卿訓　，繋柄と葉身とはほぼ平行

長速度が明らかに低下づ噌る頃まで生畏に伴つて急激に減　　　　的な変化経1触を万i動のであつて，葉柄におりりゐこの櫨を

少するが，これに対して葉柄ではこの時期頃玄で明らか　　　比1較することによつて，葉身のそれをほぼ推飛する1：Lと

に増加し，この葉柄含水量が最大となる時期が，葉柄の　　　ができるものと考えられるQこのことは用ヒ菓位勧111に

細胞液濃度が顕著な低下を示すlkli；期である。しかしさら　　　する桑葉の闇の測驚111〔の比較によつレごも既に確かb・5　t．1　）1し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）
に桑：藥の生畏が進めば繋柄の組織含ツ1く11の変化経過と葉　　　たところである。一・方蜘身σ鵬II胞液胤折率なレ・し．これか

身のそれとはほぼ平行1！1勺となる。　　　　　　　　　　　　　　　ら求めた細胞液濃度は，桑葉の物質充災度ひいては珂．質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の判建」：に有効に利用し得ることについては既に’再鷲撮

　　　　　　　　考察　 告したとうりであつて，このことか嚇lil胞液辮1噛’1賜

　以上の実験結果を通覧すると，屈折蹄から求めた繁藥　　　な葉柄はその綿1胞液屈折率を1則駕するこ，とによ門て1埴1質

の細胞？KiJil度は，葉柄の方が葉身・より明らかに低いが，　　　　判竃に役だち得るものと認められるo

これは葉柄の組織含水Illが葉身のそれより著しく多いた

め，葉柄においては細胞液の相ヌ1的の濃魔低下が起つて　　　　　　　　　　　　摘　　　　　要

いるものと考えられる。桑菓の生畏に伴う組織含水1：の　　　　1　鋳、黙のf－1鎚に伴う葉柄の綿1胞液胤折率ないしこれ

変化経過をみると，生艮の初期歩なわち菓身のll；li盛な伸　　　から求めた細胞液濃鷹の変化経過を繁身のそれと1ヒ較し

長生長をほぼ終る頃までは，葉柄におけるこの変化は葉　　て，塚・柄における細胞1イ如鍍の測腱酬蔓を追’圓た。

身における変化とほぼ逆な経避をたどる。以上のような　　　　　2　屈折鄭の測楚にkる細胞1夜濃度は一般に便柄の方

実験紬果は，粟柄が一種の水分貯蔵器官として働いてい　　　が梁身より明らかに低い。桑購の嶽柄では，闘嬢！Ht初砿

ることを示しているものと考えられる。　　　　　　　　　高い1直を示し，その後葉身長の急激な生鎚に伴つて顕耕

翻らがかつて謝葉鵯よ繰葉の郷姶雌畷　な低下力・起る・その後蝦繊が鰹し始め纈から次
化を調べたところによると・葉柄は粟身より含水撫力欝　　　第に増大し，二k侵を終つた峨葉になると醐い瞭癒示す。

しく高いのみならず・両者における含水濫の変化経過が　　　3　粟身の細胞液濃度のk擾に伴う蛮化経過と菓殺碕の

ほとんど逆になつているのをみた。また組織含水IUの影　　　それとを比較すると，蝦身長の生畏が盛んに行わオもてい

響を除外した修正細胞液濃度をみると，薬柄の方が葉身　　　る幼若期の桑葉では両者が明らかに錫なつているが，生

より明らかに大で・従つて組織の水分保留力も葉柄の方　　侵速度力：低下する頃から両者はほぼ似た変化経過を示

がより大であるのを認めたoこれらのことより著者ら　　　す。

は，桑においては葉柄が…種の水分貯蔵器碍として働い　　　　4　桑菓の組織含水量を葉柄と艇身とで比較す《，と前

ていることを推定した。本実験における箭述のような実　　　者の方が明らかに高く，かつ幼蕃期の桑葉では両者がほ

験結果は，桑葉の生長に伴う葉柄および葉身の含水壁の　　　ぼ逆な変1ヒ経過を示す。これは彙柄力水分貯蔵密蒔とし

変化経過からみても，この推楚が褻謬：きされることをも　　ての機能をもつており，特に生畏初期の錘葉においてこ

のがたつてい幅’　　　　　　　れが著しいことを示しているものと解せられる．
畑弗i緬氏は藻葉々柄の含水童が葉脈および葉肉　　5前記のような葉柄含フ燈竣化の特異性力蓬細胞液濃

のそれに比し明らかに高いこと，葉柄の組織粉末比重・　　度に影響し，桑葉の生長初期においては薬柄の細胞液濃

組織の吸灘度および組織粉末加水浸1⊥腋屈折率等が，葉　　　腱の変化経過は葉身のそれと趣きを異にする。しかし索

脈および葉肉のこれらの値に比して大であること等よ　　　葉の生長がさらに進んだ成粟期のものでは，両者はよく

り，葉柄は組織の水分保留力が高く，組織の含水置が高　　　似た変化経過を示すので，葉柄の細胞液屈折率ないしこ

められていることを報告している。この成緯も藥柄が水　　　れから求めた濃度から葉身のそれをある程度推窯し得る

分貯蔵器官的な性格を有することを裏書きしている。　　　　ものと認められる。

　以上のような葉柄含水鍛変化の特異性が細週包液屈折率

の変化に影響し，桑葉の生侵初期においては両者の細胞　　　　　引用5C献

液屈折率が明らかに趣きをYk一にした変化経過を示す。し　　　（1）GAssNER，　G．，　GoETzE，　G．：　Phytopath，

かし桑葉の生長がさらに進んだ時期すなわち桑葉が生畏　　　　　Zeitschr，4，387～413（1932）
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（2〕太田安澄・井出智：日蚕誌，23（4），247～252（1954）　　　The　cell　sap　concentrations　in　the　petioles　were

（3）EEI　p．1亮平・園原好美：僑大繊報，（1），1　・y11（1951）　　relatively　high　at　tlle　time◎f　leaf　expansion　but

（4）　　　　　・　　　：旧蚕誌，23（4），253－－J260（1954）　　　　　decreased　obviously　in　the　time　of　rapid　leaf　grQw・

（5）　　　　：口蚕中部講演集，（7），37～48（1954）　　　　　　th，　in　conttast　to　those　in　the　Ieaf　blades　which

（6）　　　　・手塚昭三・園原好奨：日蚤誌，　23（5），279　　　were　very　low　at　the．time　of　leaf　expansion　and

　　～285（1954）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　became　greater　as　the　leaves　grew，　But　ill　the

（7）　　　・。園原好奨：信大繊V’　ll，（5），1～4（1955）　　　later　stages　after　the　growth　of　leaves　almost

（8）　　　　　　・；1ヒ、鵬格次：1司藷志，　（7＞，　1～4　（1957）　　　　　　　　ceased　the　ceU　sap　concentrations　becalne　greater

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　both　in　the　petioles　and　jn　the　1）1ades，　and　during

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　leaf－aclult　stage　and　leaf－senescent　stage　tlユey

　　The　cell　sap　concentrations　of　mulberry　Ieave＄　　　changed　almost至n　parallel　in　the　both　parts　of　the

determined　by　the　refractometric　method　were　　　leaves．

generally　lower　in　the　petioles　than　in　the　leaf　　　　Thus　the　authors　arrived　at　the　same　conclusion

blades．　These　may　be　mainly　attributgd．to　the　fact　　　with　the　prevlouS　1・eport　that　the　refractometric

that　the　water　contents　jn　the　petioles　were　ex・　　cleterminations　of　the　concentrati◎n　of　the　cell　sap

ceedin奮ly　greater　than　that　in　the　Ieaf　blades．　During　　　of　the　petiole，　can　be　utilized　to　some　extent　as　one

the　earlier　stages　of　leaf　growth，　when　the　l巳aves　　　of　the　methods　tQ　judgeしhe　qualitieS　of　mulberrア

grew　rapidlY，　the　chaロges　of　the　water　contents　of　　　Ieaf　blades，　because　the　pressing－out　df　the　cell

th・P・tigles　were．　f・u・d　t。　b・alm。・t。PP。・it・tg　・ap・f　th・p・ti・1・i・f・・ea・i・・th・・th・t。f　th・

those　of　the　leaf　blades．　The　above　mentioned　fact　　　Ieaf　blades　and　both　the　cell　sap　concentratiens

seems　to　suggest　that　the　petiole　of　the　mulberry　　　change　in　parallel　at　their　later　stages，

1eaf．　t．u・・tiq・・a・・w・ter　Teservi・g。・g・n　at　least　（L・b。「・t・「y。f　M・1be「「y　T「ee　G「。wing　q・d　Plant

in　the　immathre　leaves，　as　the　authors　pointed　ou1ヒ　　　　Physiology，　the　Faculty　of　Textile　a怠d　Seri－

ih　their　previous　paper．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　culture，　Shinshu　University）
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